
立ち止まる暇はない。次なる躍進へ
日立台で新たな勝ち波を引き寄せる！

開幕から続いた連勝は「4」で止まっ
た。前節のセレッソ大阪戦では、

連戦や暑さの影響もあり、立ち上がり
から選手たちの動きに重さが見られた。
古賀太陽は「コンディションの問題で高
いパフォーマンスを発揮できなかった
部分と、チームの組織として表現できな
かったものを冷静に見極めながら、次
に進まなければいけない」と振り返る。
　一方で後半には相手を押し込み、決
定的なチャンスも作った。敗戦の中で
出た課題を修正しつつ、良かった部分

は次につなげたい。
　特に改善したいのが試合の入りだ。
東京ヴェルディ戦でも開始早々に失点
しており、相手の勢いを受けて難しい
展開を強いられた。相手が勢いよく来
た際に、すべてをまとも受ける必要は
ない。相手の守備の狙いを外すために
も、前から来るハイプレスの矢印を折
る選択肢も必要になるだろう。
　今節の相手、横浜F・マリノスはスティ
ーブ・コリカ監督が就任。MF知念慶の
加入で中盤の守備が強固になり、16歳の

MF三井寺眞という若手選手の台頭もあ
る。もともと個々の能力の高いチームが
「守備の部分でもチームとして整理され
ている」（古賀）。だからこそ、相手に隙
を与えず、自分たちのリズムで相手を動
かしながら、効果的な攻撃を続けたい。
　重要なのは敗戦を次の試合に引き
ずらないことだ。リカルド・ロドリゲス
監督も「連敗は阻止しなければいけな
い」と強調する。前節の敗戦から得た
ものをピッチで示し、ホーム日立台で
再び勝利を掴む。

クラブ応援プランで、
レイソルの強化に協力しよう！

加入はこちらから▲

2026/27明治安田Jリーグ全試合を、
　　　が配信。

k a s h i w a  R e y s o l  W i n n i n g  G u i d e

横浜F・マリノス

521
V o l .

我孫子ホームタウンデー

2026/27
MEIJI YASUDA J.League
division 1 Sec.6
2026.09.06 SUN

連勝はストップ
したけどレイソル
は止まらない〜
〜強いぞ〜〜！！
今日も勝ってま
た新しい連勝を
スタートさせまし
ょう！ゴーゴーっ！



今シーズン、鹿島アントラーズから
横浜F・マリノスに完全移籍したボ
ランチ。川崎フロンターレと鹿島ア
ントラーズでタイトルを獲得した経
験値と、中盤での強固な守備をF・
マリノスにもたらしている。レイソル
は、前節のセレッソ大阪戦の前半
で劣勢を強いられた原因のひとつ
に、セカンドボールの争いで後手
に回ったことが挙げられる。知念の
守備を掻い潜り、強度の高い中盤
のバトルを制することができるか
は、この試合のカギになりそうだ。 ©J.LEAGUE

S t a f f

ヘッドコーチ／栗澤 僚一
コーチ／大谷 秀和、染谷 悠太
GKコーチ／井上 敬太
フィジカルコーチ／松原 直哉
フィットネスコーチ／長谷 篤

横浜F・マリノス
14 MF 知念 慶

1	 GK	 朴 一圭
7	 FW	 遠野 大弥
8	 MF	 喜田 拓也 HG　
9	 FW	 谷村 海那　
11	 FW	 ジョルディ クルークス　
13	 DF	 井上 太聖
14	 MF	 知念 慶
15	 DF	 渡邊 泰基
17	 DF	 ジェイソン キニョーネス
18	 FW	 オナイウ 情滋
19	 FW	 テヴィス
20	 GK	 坪井 湧也
21	 GK	 飯倉 大樹 HG
22	 DF	 角田 涼太朗　
23	 FW	 宮市 亮
24	 FW	 近藤 友喜
25	 MF	 鈴木 冬一
26	 FW	 ディーン デイビッド
27	 DF	 松原 健
28	 MF	 山根 陸 HG
29	 MF	 樋口 有斗
30	 FW	 ユーリ アラウージョ
32	 MF	 田中 雄大
33	 DF	 諏訪間 幸成 HG
34	 MF	 木村 卓斗 HG
35	 DF	 関富 貫太
36	 GK	 ルベン ブランコ
39	 FW	 髙橋 輝
40	 MF	 天野 純 HG　
41	 MF	 松村 晃助　
43	 FW	 二田 理央
44	 DF	 トーマス デン
46	 FW	 浅田 大翔 HG
47	 MF	 三井寺 眞（2種）
54	 DF	 藤井 翔大（2種） HG
55	 DF	 平野 遼（2種） HG
※出場停止：なし

S t a f f

ヘッドコーチ／ダニー ヘイ
コーチ／迫井 深也、田島 一樹、
　　　  矢島 卓郎、古川 将大
GKコーチ／榎本 哲也、八巻 楽	
フィジカルコーチ／田中 章博、齋藤 寛仁

2026/27 明治安田 Ｊ1リーグ 第6節

2026.09.06 SUN／三協フロンテア柏スタジアム
19:03 KICK OFF

K A S H I W A  R E Y S O L  2 0 2 6 / 2 0 2 7  G A M E  S C H E D U L E

節 日付 時刻 会場 対戦 結果
1 8月8日（土）  19:00 三協F柏 水戸ホーリーホック ○2-1
2 8月14日（金） 19:00 MUFG国立 東京ヴェルディ ○3-1
3 8月21日（金） 19:00 三協F柏 V・ファーレン長崎 ○4-2
4 8月29日（土） 18:30 アイスタ 清水エスパルス ○1-0
5 9月2日（水） 19:00 ハナサカ セレッソ大阪 ●0-2
6 9月6日（日） 19:00 三協F柏 横浜F・マリノス ー
7 9月11日（金） 19:00 サンガS 京都サンガF.C. ー
8 9月20日（日） 17:00 Gスタ FC町田ゼルビア ー
9 10月9日（金） 19:00 三協F柏 ヴィッセル神戸 ー

10 10月17日（土） 19:00 三協F柏 名古屋グランパス ー
11 10月21日（水） 19:00 味スタ FC東京 ー
12 10月24日（土） 15:00 メルスタ 鹿島アントラーズ ー
13 10月31日（土） 16:00 三協F柏 浦和レッズ ー
14 11月7日（土） 16:00 三協F柏 川崎フロンターレ ー
15 11月20日（金） 19:00 三協F柏 ジェフユナイテッド千葉 ー
17 11月28日（土） 16:00 三協F柏 サンフレッチェ広島 ー
18 12月6日（日） 16:00 三協F柏 アビスパ福岡 ー
19 12月13日（日） 14:00 JFEス ファジアーノ岡山 ー
16 12月16日（水） 19:00 パナスタ ガンバ大阪 ー

節 日付 時刻 会場 対戦 結果
20 12月19日（土） 16:00 U等々力 川崎フロンターレ ー
21 2月13日（土）or14日（日） 未定 三協F柏 清水エスパルス ー
22 2月20日（土）or21日（日） 未定 水戸信ス 水戸ホーリーホック ー
23 2月27日（土）or28日（日） 未定 ピースタ V・ファーレン長崎 ー
24 3月6日（土）or7日（日） 未定 ベススタ アビスパ福岡 ー
25 3月10日（水）※1 未定 三協F柏 京都サンガF.C. ー
26 3月13日（土）or14日（日）※2 未定 三協F柏 ファジアーノ岡山 ー
27 3月20日（土）or21日（日） 未定 三協F柏 東京ヴェルディ ー
28 4月3日（土）or4日（日） 未定 三協F柏 セレッソ大阪 ー
29 4月10日（土）or11日（日） 未定 埼玉 浦和レッズ ー
30 4月17日（土） 未定 日産ス 横浜F・マリノス ー
31 4月24日（土）or25日（日）※3 未定 三協F柏 ガンバ大阪 ー
32 4月29日（木・祝）※4 未定 三協F柏 FC東京 ー
33 5月3日（月・祝）or4日（火・祝）※5 未定 ノエスタ ヴィッセル神戸 ー
34 5月9日（日）※6 未定 三協F柏 FC町田ゼルビア ー
35 5月15日（土）or16日（日） 未定 未定 名古屋グランパス ー
36 5月22日（土）or23日（日） 未定 Eピース サンフレッチェ広島 ー
37 5月29日（土）or30日（日） 未定 三協F柏 鹿島アントラーズ ー
38 6月6日（日） 未定 フクアリ ジェフユナイテッド千葉 ー

明治安田J1リーグ

※2027年開催分の詳細は、12月上旬に発表予定です。※今後、変更になる可能性があります。追加情報につきましては随時発表いたします。※開催日が未定となっている試合について、土日開催の節は金曜日に開
催する可能性があります。
※1：2/24（水）に開催する可能性あり　※2：3/3（水）もしくは4/7（水）に開催する可能性あり　※3：柏またはG大阪がACL Elite準々決勝進出の場合は4/1（木）もしくは4/7（水）に開催する可能性あり　※4：
柏がACL Elite準々決勝進出の場合は5/19（水）に開催する可能性あり　※5：柏または神戸がACL Elite準々決勝進出の場合は5/5（水・祝）もしくは5/26（水）に開催する可能性あり　※6：ルヴァンカップ決勝
進出クラブの試合は4/21（水）、5/12（水）、5/19（水）、 6/2（水）のいずれかに開催する可能性あり

◎1stラウンド
節 日付 時刻 会場 対戦 結果

4回戦 10月3日（土）19：00 三協F柏 ガンバ大阪 ー

節 日付 時刻 会場 対戦 結果
2回戦 8月26日（水）19：00 三協F柏 専修大学 ○2-1
3回戦 9月23日（水・祝）17：00 三協F柏 FC今治 ー

2026/2027
Ｊリーグ

ヤマザキビスケット
ルヴァンカップ

天皇杯
JFA第106回
全日本サッカー
選手権大会

					   

			 
J.LEAGUE DIVISION 1 順位表

2026年9月3日現在

順位	 チーム	 勝点	 試合	 勝	 引分	 敗	 得失点差

	1	 町田	 13	 5	 4	 1	 0	 11
	2	 柏	 12	 5	 4	 0	 1	 4
	3	 鹿島	 12	 5	 4	 0	 1	 3
	4	 広島	 11	 5	 3	 2	 0	 9
	5	 神戸	 10	 5	 3	 1	 1	 3
	6	 C大阪	 9	 5	 3	 0	 2	 0
	7	 水戸	 8	 5	 2	 2	 1	 3
	8	 FC東京	 8	 5	 2	 2	 1	 1
	9	 横浜FM	 7	 5	 2	 1	 2	 0
10	 岡山	 7	 5	 2	 1	 2	 0
11	 川崎	 6	 5	 1	 3	 1	 1
12	 G大阪	 6	 5	 1	 3	 1	 -1
13	 名古屋	 6	 5	 2	 0	 3	 -2
14	 浦和	 6	 5	 2	 0	 3	 -4
15	 京都	 5	 5	 1	 2	 2	 -2
16	 清水	 4	 5	 1	 1	 3	 -2
17	 長崎	 4	 5	 1	 1	 3	 -5
18	 福岡	 3	 5	 1	 0	 4	 -1
19	 東京V	 2	 5	 0	 2	 3	 -6
20	 千葉	 0	 5	 0	 0	 5	 -12

柏レイソル  　  　        横浜F・マリノス

予想スターティングメンバー
［監督］スティーブ コリカ［監督］リカルド ロドリゲス

Stop! T h e  K e y  P l ay e r

1	 GK	 猿田 遥己 HG
2	 DF	 三丸 拡
3	 DF	 麻田 将吾	
4	 DF	 古賀 太陽 HG
5	 MF	 遠藤 渓太
6	 MF	 山田 雄士 HG
8	 MF	 小泉 佳穂	
9	 FW	 細谷 真大 HG
11	 MF	 渡井 理己	
13	 DF	 犬飼 智也	
14	 MF	 大久保 智明
15	 FW	 藤尾 翔太		
16	 MF	 汰木 康也	
17	 MF	 手塚 康平 HG
18	 FW	 垣田 裕暉	
19	 MF	 仲間 隼斗 HG
20	 MF	 瀬川 祐輔	
21	 MF	 小西 雄大	
23	 MF	 長南 開史（2種）
24	 MF	 久保 藤次郎	
25	 GK	 小島 亨介	
26	 DF	 杉岡 大暉	
27	 MF	 熊坂 光希 HG
28	 MF	 戸嶋 祥郎	
29	 GK	 永井 堅梧
30	 MF	 古谷 柊介
32	 DF	 山之内 佑成
33	 MF	 岩永 創太	
36	 FW	 古澤 ナベル慈宇	
38	 MF	 島野 怜	
39	 MF	 中川 敦瑛	
40	 MF	 原川 力	
42	 DF	 原田 亘
43	 MF	 加茂 結斗（2種）
44	 MF	 弓場 堅真
45	 DF	 佐藤 桜久（2種）	
46	 GK	 松本 健太 HG
51	 FW	 満田 誠
56	 DF	 常藤 奏
64	 MF	 五十嵐 陵（2種）
77	 GK	 若原 智哉
87	 MF	 山内 日向汰	
88	 DF	 馬場 晴也
※出場停止：なし



—
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開
幕
５
試
合
を
終
え
て
４
勝
１
敗
。
序

盤
戦
を
振
り
返
っ
て
い
た
だ
け
ま
す
か
？

「
明
治
安
田
百
年
構
想
リ
ー
グ
の
こ
と
も
あ

っ
た
の
で
、
序
盤
で
つ
ま
づ
い
た
ら
下
位
に

な
る
可
能
性
が
あ
る
と
い
う
危
機
感
が
あ
っ

た
中
で
、
４
連
勝
で
き
た
こ
と
は
大
き
か
っ

た
で
す
。
た
だ
、
中
３
日
あ
れ
ば
体
力
は
回

復
す
る
と
思
っ
て
い
ま
し
た
が
、
夏
場
の
連

戦
と
い
う
こ
と
で
前
節
の
セ
レ
ッ
ソ
大
阪
戦

は
本
当
に
難
し
か
っ
た
で
す
」

—
—

序
盤
戦
で
感
じ
た
課
題
は
ど
の
よ
う
な

こ
と
で
し
ょ
う
か
？

「
今
年
は
連
戦
が
多
く
、
準
備
期
間
が
少
な

く
な
る
の
で
、
次
の
試
合
に
向
け
て
十
分
な

コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
調
整
が
で
き
な
い
場
合
が
あ

り
ま
す
。
そ
う
い
う
時
に
、
セ
レ
ッ
ソ
戦
の

よ
う
に
試
合
の
入
り
で
相
手
に
ペ
ー
ス
を
握

ら
れ
て
し
ま
う
部
分
は
改
善
し
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
東
京
ヴ
ェ
ル
デ
ィ
戦
で
も
開

始
直
後
に
失
点
し
ま
し
た
し
、
特
に
ア
ウ
ェ

イ
ゲ
ー
ム
の
試
合
の
入
り
は
気
を
つ
け
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
感
じ
ま
し
た
」

—
—

連
戦
と
暑
さ
に
よ
る
疲
労
、
試
合
の
入

り
方
、
セ
レ
ッ
ソ
戦
は
そ
こ
で
う
ま
く
い
か
な

か
っ
た
印
象
で
し
ょ
う
か
？

「
相
手
の
狙
い
ど
お
り
の
展
開
に
さ
せ
ら
れ

て
し
ま
い
ま
し
た
し
、
ピ
ッ
チ
内
で
も
っ
と

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
っ
て
、
前
半
の
う

ち
に
修
正
す
べ
き
で
し
た
」

—
—

ま
た
、
他
の
課
題
を
挙
げ
る
と
５
試
合

中
４
試
合
で
失
点
し
て
い
る
こ
と
が
気
が
か

り
で
す
。

「
セ
ッ
ト
プ
レ
ー
か
ら
の
失
点
に
つ
い
て
は
、

課
題
が
は
っ
き
り
し
て
い
る
の
で
、
対
策
の

仕
方
は
あ
る
と
思
い
ま
す
。
あ
と
は
ボ
ー
ル

ロ
ス
ト
か
ら
の
失
点
で
す
。
崩
さ
れ
た
失
点

は
な
い
の
で
、
そ
の
明
確
な
課
題
を
改
善
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
」

—
—

今
後
は
Ａ
Ｃ
Ｌ
が
始
ま
れ
ば
、
こ
の
先
も

連
戦
が
続
き
ま
す
。
こ
の
序
盤
の
５
試
合
で

得
ら
れ
た
学
び
や
教
訓
は
あ
り
ま
す
か
？

「
夏
だ
か
ら
と
い
う
こ
と
も
あ
る
と
思
い
ま

す
が
、
連
戦
の
難
し
さ
を
感
じ
ま
し
た
。
戦

い
方
の
面
で
も
、
う
ま
く
い
か
な
か
っ
た
と

き
に
そ
の
ま
ま
進
ん
で
し
ま
う
と
、
ハ
ー
フ

タ
イ
ム
ま
で
我
慢
の
時
間
が
続
く
こ
と
に
な

り
ま
す
。
そ
こ
は
連
戦
の
中
で
も
う
ま
く
コ

ン
ト
ロ
ー
ル
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
感
じ

ま
し
た
ね
。
Ａ
Ｃ
Ｌ
が
始
ま
れ
ば
、
情
報
の

少
な
い
相
手
と
試
合
を
す
る
わ
け
で
す
し
、

そ
こ
で
勝
点
を
落
と
し
て
、
連
戦
で
Ｊ
リ
ー

グ
の
試
合
を
戦
う
と
な
る
と
、
そ
ち
ら
の

試
合
に
も
影
響
が
出
て
し
ま
う
と
思
う
の
で
、

連
戦
の
中
で
も
い
か
に
泥
臭
く
戦
っ
て
勝
点

を
取
れ
る
か
が
大
事
で
す
ね
」

—
—

今
節
は
、
そ
の
課
題
と
反
省
を
生
か
せ

る
か
が
問
わ
れ
る
と
思
い
ま
す
。
横
浜
Ｆ
・

マ
リ
ノ
ス
の
印
象
は
い
か
が
で
す
か
？

「
個
の
ク
オ
リ
テ
ィ
の
高
さ
は
昨
シ
ー
ズ
ン
か

ら
感
じ
て
い
ま
し
た
が
、
そ
れ
が
統
一
さ
れ

て
、
よ
り
良
い
チ
ー
ム
に
な
っ
た
と
い
う
印

象
で
す
。
チ
ー
ム
と
し
て
や
る
こ
と
が
昨
シ

ー
ズ
ン
よ
り
も
は
っ
き
り
し
て
統
率
さ
れ
て

い
る
と
思
い
ま
す
。
天
野
純
選
手
は
一
本
の

パ
ス
で
決
定
機
を
作
れ
る
ク
オ
リ
テ
ィ
の
高

い
選
手
な
の
で
、
一
瞬
の
隙
も
与
え
て
は
い

け
な
い
で
す
し
、
チ
ー
ム
と
し
て
も
ボ
ラ
ン

チ
が
し
っ
か
り
守
備
を
し
て
く
る
の
で
、
全

体
的
に
コ
ン
パ
ク
ト
で
す
。
そ
の
網
に
か
か

ら
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
が
重
要
だ
と
思
い

ま
す
」

—
—

こ
こ
ま
で
５
試
合
は
、
杉
岡
選
手
が
左

足
を
振
る
シ
ー
ン
が
増
え
て
い
ま
す
。
そ
れ

は
得
点
の
意
識
の
表
れ
で
し
ょ
う
か
？

「
そ
う
で
す
ね
。
シ
ュ
ー
ト
の
意
識
は
か
な

り
強
い
で
す
し
、
僕
以
外
に
も
、
み
ん
な
が

シ
ュ
ー
ト
を
強
く
意
識
し
て
い
ま
す
。
ミ
ド

ル
シ
ュ
ー
ト
を
狙
う
だ
け
で
停
滞
感
を
打
ち

破
れ
ま
す
し
、
そ
れ
が
入
れ
ば
チ
ー
ム
に
勢

い
も
出
ま
す
。
あ
と
は
一
人
ひ
と
り
が
も
っ

と
精
度
を
上
げ
て
、
相
手
の
脅
威
に
な
れ
ば
、

今
度
は
ゴ
ー
ル
前
の
ス
ペ
ー
ス
が
空
い
て
く
る

と
思
う
の
で
、
そ
の
意
識
は
持
ち
続
け
て
プ

レ
ー
し
て
い
き
た
い
で
す
」

—
—

最
後
に
サ
ポ
ー
タ
ー
に
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
お

願
い
し
ま
す
。

「
ま
だ
ま
だ
連
戦
が
続
き
ま
す
が
、
僕
た
ち

は
目
の
前
の
１
試
合
１
試
合
に
集
中
し
て
い

き
ま
す
。
今
節
は
ホ
ー
ム
ゲ
ー
ム
で
す
し
、

そ
の
ア
ド
バ
ン
テ
ー
ジ
を
十
分
に
生
か
せ
る

よ
う
に
頑
張
り
ま
す
」

連戦の中でも泥臭く

杉岡大暉
Daiki SUGIOKA26DF

Fo c u s
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柏レイソルパートナー  K A S H I W A  R E Y S O L  P a r t n e r

コスモスバス
オフィス神山
入江電気
上野商事
オートエンパス
柏流通
関東総業
野田小型運送
宮本梱包運輸
日立産機システム
日立建設設計
福島工業
フルハシ商事
三井不動産リアルティ

桝田倉庫
Rina Transport
ローソンエンタテインメント
日本アトマイズ加工
エスシー・プレコン
アスタノット
ALSOK昇日セキュリティサービス
板橋建設
ウィズ歯科クリニック
京橋アートレジデンス
グーロクリエイト
チェリー
テガサイエンス　
土井司法書士・行政書士事務所

なつの製作所
吉野沢保育園
ヤマサイ
リョートーファイン
常陽商事
エイユーロジテム
永和建設
笠倉工業
カナリーニョフットボールクラブ
助川工務店
聖建工業
デジタルモーメント
塗師防
流通サービス

ミツワ堂
ユニホームサービス
ヴィスポ柏99フットボールクラブ
鰻の成瀬柏の葉キャンパス店
FCアクティブ柏
風早レクトFC
柏駅前通り商店街振興組合
柏エフォートフットボールクラブ
柏商工会議所
柏地区タクシー運営委員会
柏二番街商店会
柏マイティーフットボールクラブ
柏ラッセルFC
柏レイソルA.A.TOR’82

柏レイソルA.A.流山
柏レイソルA.A.野田
北柏交通
木村ガラス
菊池社会保険労務士事務所
KOVO
コナンテック
こまいぬブルワリー　柏ビール
桜田建設
芝園開発
司法書士法人ふらっと
新柏倉庫
スパークル
真中商事

創作料理　銀の趣
相鉄フレッサイン千葉柏
ダスキンベリエール
DEVOTE
てらだデンタルクリニック
トイプードル専門ブリーダーのプードルライフ
南洲興業
野澤屋
ヒガキオートサービス
ボックスウッド
八木歯科医院
焼とりつかさ
ヤノハウスコート
山猫屋珈琲店

柏レイソルでは「地域」と「応援」をキーワードに、クラブの活動理念にご賛同いただいた法人企業様を対象とするクラブスポンサー制度「柏レイソルパートナー」を設け、
多くの企業様にご協賛いただいております。皆様の温かいご支援のもと、地域と一体となったクラブを目指してまいります。

あと一歩。その距離ま
で来ている。

　今シーズン、ここまで細谷
真大にはまだゴールがない。
ただ、ピッチ上で見せている
パフォーマンスを見れば、そ
の数字だけで現在の状態を
判断するのは適切ではない
だろう。
　今シーズン、細谷はスタ
ートから出遅れた。キャン
プ中に膝を痛め、プレシー
ズンは別メニューでの調整
が続いた。本人も「強度の
高い練習ができていなかっ
た」と振り返っており、ちば
ぎんカップもメンバーから外
れていたが、開幕戦からは
メンバー入りを果たした。
　その後、試合を重ねなが
らコンディションを取り戻し、
徐々に出場時間も伸びてき
た。そして最近では、細谷
本来の力強いプレーが明ら
かに増えている。
　天皇杯2回戦の専修大学

戦、J1第4節の清水エスパ
ルス戦では持ち前のスピー
ドや馬力を生かし、個の力
で局面を打開して決定機を
作った。シュートがポストや
クロスバーに阻まれた場面
もあり、細谷本人は「運が
なかった」と苦笑いを見せ
る。
　前節のセレッソ大阪戦で
もビッグチャンスを迎えた。
だが今度はアカデミーの大
先輩、中村航輔のファイン
セーブに阻まれた。
　それでも、ゴールへ近づ
いている感覚は本人にもあ
る。
「自分の持ち味を出せてい
ますし、個で行けるところは
全部行ってもいいのかなと
思います」
　リカルド・ロドリゲス監督
も同じ見方だ。
「ゴールは決めていないで
すが、我々が期待しているパ
フォーマンスを出し始めてい

ます」
　もちろん、ストライカーで
ある以上、細谷自身が最も
欲しているものはゴールだ。
「モヤモヤする気持ちもあ
りますし、早く点を取らない
といけないというプレッシャ
ーもかかります」と、その胸
中を率直に明かしている。
　だからこそ、必要なのは
チャンスを作り続けること。
それに向けて細谷も意欲的
だ。
「自分からもっとボールを
呼び込んで、1回のチャンス
で終わるのではなく、その
数を増やしていけば決めら
れると思う」
　その先にはACLも待って
いる。瀬川祐輔はACLを戦
う上でのキーマンに細谷の
名前を挙げている。五輪な
ど国際舞台での経験を持ち、
外国人選手を相手にしても
フィジカルで互角以上に戦
える。その圧倒的な馬力は、

文＝鈴木潤 Jun SUZUKI

レイソルを中心に国内ユース年代から海外サッカーなどを取材。日々の取材を発信するH‌P「柏フットボールジャーナル」も運営。

エースの一撃がチームを加速させる

Jリーグとは異なる相手と戦
うアジアの舞台でも大きな
武器になるはずだ。
　その戦いを前に、エース
の状態は着実に上がって
いる。1本ネットを揺らせば、
細谷自身をさらに勢いづか
せるだけではなく、これから
JリーグとACLを戦っていく
チームにも大きな力をもたら
すだろう。
「ホームで決めたいと思って
います」（細谷）
　期待されるのは、今季初
の一撃を今節の日立台で決
めること。エースの今季初
ゴールが、レイソルをさらに
加速させる。

◎クラブスポンサー

◎オフィシャルグラウンドクルー◎CSR（社会貢献）パートナー

W e  S u p p o r t  K A S H I W A  R E Y S O L  2 0 2 6
◎ユニフォームスポンサー

◎サプライヤー

◎プロモーションパートナー

◎アカデミースポンサー


